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　去る 2019 年 7 月 28 日に，本学名誉教授の倉沢進先生がご逝去なさいまし














　倉沢進氏は、昭和 9年 3月 12 日に東京都に生まれ、昭和 31 年３月に東京大
学文学部社会学科を卒業、昭和 38 年東京学芸大学講師、同助教授を経て昭和
46 年４月に東京都立大学助教授，昭和 55 年には教授に任じられ、昭和 62 年 4
月に東京都立大学都市研究センター所長に就任し，平成 9年 3月に東京都立大
学を定年にて退職されるまで都市社会学の教育・研究に努め、平成 9年 4月に
東京都立大学名誉教授になられ今日に至っている。
　都市社会学の教育・研究においては、戦後のこの分野での研究のパイオニア
として，主要な研究テーマのほとんどをカバーするほどの幅広さと，そのいず
れの領域においても研究をリードした高い水準をあわせもっている．たとえ
ば，都市化の理論，都市社会構造論，および都市的生活様式論という，都市社
会学の基盤となる理論研究に関わる領域において，誰もが参照しなければなら
ないような基本的な論文を著わし，この分野での基礎理論の確立に貢献した．
また，その幅広さについては，日本都市の総合分類や都市類型に関する研究，
都市住民の社会意識と生活構造に関する研究，コミュニティ形成に関する研
究，都市居住者の空間移動と社会移動に関する研究，地域住民組織や世帯間関
係および，都市の空間構造に関する実証的研究，都市型高齢社会に関する研
究，交通，さらには電話による都市間コミュニケーションの研究にまでまたが
る論文を著わしている．このように都市社会学の対象領域全般における先駆
的・基礎的な研究を推進し，この領域の学問分野としての確立に大きく貢献し
た．
　同人の学問的貢献の主要なものとしては、特に次の 3つをあげることができ
る．
　1つは，都市化の理論，都市の類型論と社会構造論，都市的生活様式論とい
う都市研究の基礎的な部分を確立した点である．都市化の理論においてはアメ
リカにおけるシカゴ学派の理論をベースに概念を整理し，日本における近代都
市成立の歴史的事情をふまえた類型論と社会構造論を提示し，都市的生活様式
論においては都市におけるサービス提供のあり方として相互扶助システムと
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専門処理システムという基礎的な概念区分を提案した．
　2つは，コミュニティ形成に関する研究である．同人は昭和 44 年に国民生
活審議会専門委員に任じられ，1970 年代のコミュニティ行政の嚆矢となった
報告書『コミュニティ──生活の場における人間性の回復』の執筆に加わり，
都市化による専門処理システムの優越がサービス提供において不都合をもた
らす場合もあり，それを相互扶助システムの再構築によって補うことをコミュ
ニティの形成として，これを社会政策上の目標概念とすることを提案し，コ
ミュニティ政策の確立と普及に貢献した．
　3つは，都市の空間構造を科学的にとらえる方法としての社会地図の作成で
ある．まだコンピュータの普及もままならない 70 年代後半にまったく独力で
500 メートルメッシュを単位とした社会経済的指標の体系的な整備を試み，そ
のようにして得られた多くの地図データを独自に開発したクラスター分析を
用いて総合的な地区分類へとまとめ上げた成果を 1986 年に『東京の社会地図』
として公表した．これは，その後のパーソナル・コンピュータの普及と処理能
力の向上によって，現在では GIS（地理情報システム）として容易に実行可能
となった分析方法の先駆であり，当時は地理学の分野をはじめとして多くの
人々を瞠目させた都市の空間分析における多大な貢献であった．
　また、東京都立大学都市研究センター所長としては，東京都の大学として都
市研究への貢献を求められる同センターの基盤を固めることに尽力した．他
方，上記２つめの貢献にもとづき，多くの自治体での講演ならびに委員の仕事
を通じて，70 年代のコミュニティ政策の普及と発展に大きな影響を与えた．
　以上のように、同人は、日本における戦後の都市社会学研究の基盤を学問的
に基礎づけ，確立すると同時に，その政策的な活用にも具体的な貢献を行い，
その発展と普及に尽力したものであり、その功績は誠に顕著である。
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